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親水性ブロック共重合体による新規水圏
分子集合体の創製と機能
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水溶液上の分子集合体はナノテク

ノロジー上重要なものである。通

常、水中の分子集合体は両親媒性

分子から成るが、親水性のブロッ

クからなる高分子のブロック共重

合体について、超分子を形成して、

集合体を形成するものを見出した。

特に水素結合などの分子間相互作

用を強固にとる糖を持つ高分子に

ついて、エントロピー駆動の水和

をするポリエチレングリコールなどの分子と組み合わせ

ることで自己組織化させて、その構造特性について検討

を行う。

大環状化合物の特異的ナノ空間を利用する
水・イオン輸送のための水圏機能材料の開発
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サイズと形状が均一な微小空間（ナ

ノ空間）をもつ大環状化合物や超

分子集合体の自己組織化に関する

研究を行っています。その内側に

分子を捕捉することができる比較

的大きなホスト分子群でも、適切

な脂肪鎖を連結した分子設計を行

うことにより、分子の自己集合を

利用して液晶や多孔性の分子組織

として構築することができます。

本研究では、大環状化合物や超分子集合体の自己組織化

構造の中に形成させたナノ空間を利用して、水、イオン、

有害な有機物を

選択的に吸着・

分離する水圏機

能性材料の機能

開拓を目指しま

す。
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水圏機能材料：注目の研究
「分子分布を制御した水圏ペプチド超分子の水和構造と細胞機能」

両親媒性ペプチド（PA）は、水環境下で様々な分子間相互

作用により自己組織化し、多様な超分子を形成します。その

形状や PAに導入した機能性因子の分布は、PA超分子が発現

する機能に大きく影響を与えるため、これらをどう制御する

かが PA超分子を水圏で利用する際の課題となります1)。

私達は、複数種類の PA の相分離や共集合を制御した超分子

の形成を目指してきました。水中では特異性の低い疎水性相

互作用が強く働き、通常は複数種類の PA 同士がランダムに

混ざった共集合体が形成されます。これに対して、疎水部に

互いに混和しないアルキル基とフルオロアルキル基を導入し

た PA 同士では、相分離した超分子が形成されることを見出

しました。また、超分子形成時に高温条件で長時間インキュ

ベートすると、PA 同士が混合した共集合体が得られました。

共集合体の形成は、疎水部の長い PA ペアでのみ観察され、

疎水部の短い PAペアでは相分離状態を保持していました。

この結果に関し、A02 と共同し、粗視化シミュレーションで詳

細なプロセスの解明を目指しました。疎水部と親水部を繋げた

シンプルな粗視化モデルで、疎水部が短いと相分離構造を、疎

水部が長いと部分的に PA 同士が混合する状態が再現されまし

た（下図）。これはアルキル基とフルオロアルキル基間の相分

離性よりも疎水性相互作用の寄与が大きくなることが原因と示

唆されています 2)。同じ構成成分から複数種類の超分子を形成

可能な本手法は、超分子構造とバイオ機能の関連を調べる上で

重要なツールになります。現在、超分子形成時の水分子の役割

や細胞への作用に関する検証を進めて、新たな水圏機能材料の

構築を目指しているところです。 　　　（九大院工・若林里衣）
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